
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①河北省豊寧県    活動：砂漠化地域での緑化植林 

プログラム名 日程【6 泊 7 日】成田発着、北京・承徳経由 参加費用(予定) 

第１８回 豊寧・緑の親善大使 4 月 28 日(火)～5 月 4 日(月) 199,000 円 

第１９回 豊寧・緑の親善大使 7 月１5 日(水)～7 月 21 日(火) 200,000 円 

第２０回 豊寧・緑の親善大使 9 月 22 日(火)～9 月 28 日(月) 208,000 円 

 

②重慶市江津区   活動：長江河岸水土流失地域での緑化植林 

プログラム名 日程【４泊５日】 名古屋発着、上海経由 参加費用(予定) 

第１８回 長江・緑の親善大使 10 月 31 日(土)～11 月 4 日(水) 160,000 円 

第１９回 長江・緑の親善大使 2010年3月18日(木)～3月22日(月) 調整中 

 

※現地の状況により、参加費用に若干の変動が生じる場合があります。詳しくはプログラムごとのチラシをご覧いただくか、事

務局までお問い合わせください。※参加費用のほかに、別途、燃料サーチャージ料、空港税などおよそ 15000 円が必要です。 

緑の親善大使とは・・・ 

中国の植林活動を応援するボランティアの愛称です。 

現在、２カ所で緑化活動を行っています。 

①北京北方の河北省豊寧県  ②長江流域の重慶市江津区 

 

地球緑化センターは 1993 年の設立当初から、中国での植林活動を

行ってきました。これまでに延べ 2000 人以上の市民がボランティア

として参加しています。活動は植林作業をはじめ、植林地見学や天然林

見学、史跡見学など。現地の人たちや中国の大学生との交流も大きな魅

力の一つです。 

このような体験を通して、日本にいては気づかないことに気づかされ

たり、自分自身の生き方を見つめるきっかけになったりすることを願っ

ています。 

②重慶市江津区 

①河北省豊寧県 



 ＊参加申込書＊  第(   )回 (      )・緑の親善大使 

※パスポートをお持ちでない方は申込後早めにお手続き下さい。なお、パスポートの有効期限は出発日より３ヶ月以上必要です。 

申込書に必要事項にご記入の上、事務局まで郵送または FAX(03-3241-7629)にてお送りください。 

-----------------------------------------------きりとり-------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

男 

・ 

女 

植林プログラムには 

・初参加 ・2 回目 ・3 回目以上 

・新入会 

・会員 (no．      ) 氏名 

ﾛｰﾏ字 
生年月日 

   西暦       年     月     日(     歳) 

住所 

 

 

Tel                Fax 

勤務先・連絡先 

 

 

Tel 

一般 ・ 学生 パスポート※  有 ・ 無 
健康状態など、心配なことがありましたらご相談ください。 

記入    月    日 

≪緑の親善大使・参加者募集案内≫ 

●募集人数 各回 20～30 人  ●締め切り 各実施日の 1 ヶ月前  ●事前学習会 各回出発の 2 週間前に実施予定 

●参加にあたって (1)地球緑化センターの会員として入会が必要です。 

新入会には、入会金と年会費が必要となります。お手数ですが下記までお振込ください。 

◎入会金 1,000 円  ◎年会費 一般 10,000 円 学生 5,000 円 家族 15,000 円 

★郵便振替口座：00130-2-761479  加入者名：地球緑化センター 

(2)ご自身で任意の旅行保険に必ずご加入ください。 

●企  画 特定非営利活動法人 地球緑化センター 

●協  力 内蒙古自治区伊金霍洛旗・重慶市・江津区・豊寧満族自治県の各人民政府、中国科学院 

●旅行手配 ジェイ エッチ シー㈱ ツアーセンター 

特定非営利活動法人 地球緑化センター 

〒104‐0028 東京都中央区八重洲２－７－４ 清水ビル３F 

TEL 03-3241-6450  FAX 03-3241-7629  ホームページ：http://www.n-gec.org 

参加者の声 

過去の活動が環境改善の実を上げているのを実感し、植林活動に改めてやりがいを感じた。 

地元の人との交流が楽しい。 

参加をすることで、活動の重要さが実感できた。 

中国を知り、中国語を覚えようと思いました。 

現地の農家での昼食は大変有意義でした。 

国は違うけれど、人と人との交流が大切だと思った。 

参加リピーターのみなさんから熱意を感じた。 

中国の農村へ行き、生活や表情が見れた。 


